
理事会報告
日時 2023年3月18日［土］午後2時30分～午後5時
場所 大正晴ればれ 4階ホール（一部オンライン）
出席 理事　23名／27名　監事　1名／3名

第9回 理事会

1号議案：2月度の事業収支結果
2号議案：2023年度総代選出及び役員選出の件
3号議案：医療福祉生協連役員（理事）推薦に関する件

第9回定例理事会　協議承認事項

（1）事業運営
　　1.新型コロナワクチンの対応　2.法人事業管理運営に関して
　　3.中期計画の策定　4.総務事項　5.寄付の申し出
（2）2022年度　全国四課題の取り組み
　　支部総会での目標設定と総代会議案
（3）医療福祉生協連・大阪府生協連・民医連・他団体
　  全日本民医連　評議員会開催　
　  大阪民医連　評議員会予定
　  大阪府生協連・関西地連　福島視察ツアーに2名参加予定
（4）年度末から次年度に向けての組織活動
（5）2023年度第12回通常総代会について
　  6月25日（日）13:30～16:30　大阪市立こども文化センター
　  議題　第1号議案　2022年度活動報告・決算報告・剰余金処分案承認の件
　  　　　第2号議案　2023年度活動方針、予算案承認の件
　  　　　第3号議案　役員選出の件
　  ①総代の選出について
　  ②総代選挙管理委員会の選出　5名選出する

常務会議事・主要項目　協議事項

86ママ・ちょこ

夏休みはオーケストラと
文楽を観に行こう!!

①事業に関する報告　無料低額事業2件　②2項組合員の加入
③委員会活動…各エリアの活動報告　④社会保障・原発・震災支援の取組
次回

各報告承認事項について

常務理事会……4月12日［水］ 本部事務所 午後3時～
理事会日程……4月15日［土］ 午後3時～午後5時30分
　　　　　　　 大正コミュニティホール（一部オンラインを活用）

2023年7月23日（日） 開演 11:00  終演 13:00

日本センチュリー交響楽団
【プログラム】
ビゼー/歌劇「カルメン」より第一幕への前奏曲
サウンドオブミュージックメドレー/星に願いを
スメタナ/連作交響詩「我が祖国」よりモルダウ他

日 時

会 場 NHK大阪ホール
料 金

演 奏

日 時

会 場

料 金

演 目

おひとり2,300円 （参加対象:4才以上）
2023年7月28日（金）
正面開場 10:00  終演 12：35予定

「かみなり太鼓」「西遊記」

国立文楽劇場
おひとり2,000円 （参加対象:4才以上）

ママ・ちょこ

～生協の夏休みファミリーコンサート～ ～生協の夏休み特別企画
　　『夏休み文楽鑑賞のつどい』～

お申込みは下記へお電話下さい。

　どうもこのコーナーではお久しぶりの田路

です。最近は何も出来ていないので去年の旅

行のことを少し。東北が好きで今回で4回目、

いい加減に周るところも少なくなってきました

が、未踏の地が一つだけ。そう、マグロで有名な青森県大間町!

よくマグロ漁師の番組で出てきますが、とにかく遠い、果てしな

く遠い。仙台からは車で約6時間、本当にたどり着けるのか不安

になってきますが、カーナビを信じてひたすら進みます。そして

延々と山道を進み、遂に待ち望んだ大間町へ。景色もそこそこ

に、やっぱりあれを食べなきゃ始まらない、そうマグロ丼! 溶け

る、やっぱり溶けるよ大トロ! 中トロも溶けたよ!と大はしゃぎして

あっという間に完食。やっぱり現地で食べるのが一番ですね、遠

いけど、高いけど（笑）。

今月の
いちまい

127

みなと生協診療所 事務　田路耕平

マグロ丼！高い！旨い！高い！(笑)

　　　　複合型施設『いそじ』が5月で1周年を迎えます。大阪きづがわ医療福祉生協

の組合員さんの夢を乗せた「元気に長生き夢ぷらん」。その実践となる『いそじ』は、新

型コロナウイルスのクラスター等がありながらも、たくさんの利用者さんの「この街

で生き続ける」という想いに寄り添いながら事業を継続してきました。そしてこれか

ら5年、10年とこの事業を継続させていくために、これからも地域に根差し頑張って

いきたいと思います。

介護複合型施設『いそじ』介護複合型施設『いそじ』
おかげ
さまで 1周年!!1周年!!

介護

マグロを求めて6時間！

心おどるオーケストラの世界。 大阪人が育てた伝統芸能の文楽。 心と体で感じて、夏休みの素敵な思い出をつくりませんか?

電話／06-4394-8500（竹内）
〆切／2023年6月20日（火）

※大人のみでも、お申込みいただけます。
※申込多数の場合は抽選となります。
※抽選の結果は6月下旬頃にお知らせします。
※新型コロナウイルスの状況により変更する場合があります。
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医 療 福 祉
生協の理念 健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。
そのために　地域まるごと健康づくりをすすめます。　地域住民と医療や福祉の専門家が協同します。
　　　　　　多くのひとびとの参加で、地域に協同の“わ”をひろげます。

今月号のおもな記事

 現勢 ● 組合員数25,211人  出資金額 759,098千円  平均出資金額（1人） 30,109円  支部数 30支部 2023.3.31現在
〒556-0024 大阪市浪速区塩草2-2-31  TEL：06-4394-8500 FAX：06-4394-8505
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P1-2 介護複合型施設『いそじ』1周年!



　八幡屋からお引っ越しをしてもう一年が経
過しました。以前のしおかぜは定員が1フロ
ア6人でしたが、こちらは2フロア18人という
大所帯に。人数が増えて大変なことも多いで
すが、皆さん色々な個性があり毎日楽しく共
同生活をしています。磯路の地域は、大きな
公園もあり、毎日のお散歩が定番になってい
ます。公園のラジオ体操に参加したり、老人
会館の喫茶にもお呼ばれされたりと、以前に
も増して地域の方との触れ合いが出来ている
ように感じています。この一年の中で、施設
内でコロナのクラスターもあり体調を落とさ
れた方もいて大変でしたが、その経験を今後
はしっかりと活かしていきたいと思います。
職員の多くが磯路に引っ越してから入職し
たので、全体でスキルアップをしていきなが
ら、安心して暮らしていける施設を目指してい
きたいです。

　以前はデイサービスしおかぜで勤務をして
いました。小規模多機能しおさいの家に移っ
て一年になりますが、毎日バタバタとしていま
す。デイサービスと違って、小規模多機能は
お泊りもあり、またご自宅への訪問もあるの
で毎日がとても目まぐるしいです。でもご自
宅での様子などを見ることが出来るので、利
用者さんに合わせた介護がしやすくなったよ
うに思います。この一年でコロナや胃腸炎の
クラスターも経験しました。職員にも体調不
良者がたくさん出ましたが、なんとか家に帰
れない利用者さんを受け入れられたのは良
かったと思います。
　法人の中では小規模多機能は二つ目、港エ
リアでは初めての事業所なのでまだまだ分か
らない部分もあり悪戦苦闘しています。一度
大正のにじの家にも見学に行ってみたいで
す。またコロナ禍で楽しいイベントが出来な
かったので、デイサービスしおかぜでやって
いたようなお祭りがまた出来ればと考えてい
ます。

『教育相談おおさか』
との懇談会を開催

教育相談申し込み
まずは、お電話にて申し込みください

電話受付▶火曜・金曜　午後2時～6時

〒543-0021 大阪市天王寺区東高津町12-14 たかつビル2F
（後日、相談日時などをお知らせします）

06-6762-0232

教育相談おおさかくわしくは

　昨年8月よりNPO法人「教育相談おおさ
か」の甲斐真知子先生と山田道弘先生に、
連載コラム『どの子も自分の力で立ち上がっ
て歩き出す』を執筆していただきました。連
載を終えて、執筆していただいた甲斐先生と
「教育相談おおさか」理事長の馬場野成和先
生をお招きし懇談会を開催。登校拒否の子
どもや保護者の苦悩、複雑多様化している
悩み等、今の教育現場で起こっている様々
な問題を約2時間にわたってお話しいただき
ました。
　3年以上に渡るコロナ禍で、相談件数は増
加傾向にあるといいます。特に就学前、保
育園や幼稚園などで友達と十分な触れ合い
が出来なかった子どもたちが、小学校に上
がってから登校拒否になるというケースが増
えているそうです。また登校拒否の子ども
を持つ保護者からは、「自分の子が不登校な
のを言うのが恐い」「誰に相談すればいいか
分からない」といった悩みから、ついつい子
どもに学校へ行くのを無理強いさせてしま
うといった苦悩があるというお話もうかが
いました。大阪府下では現在、約500人の教
師が不足している状態で、更に膨大なカリ
キュラムに子どもだけでなく先生たちも苦労
しているといったお話もあり、登校拒否の要

因は個人や家族ではなく、社会の問題が深
く反映されているように思われます。
　そのような中で悩みを抱える子どもや家
族にとって、「つながり」をつくることが大切
だと甲斐先生はおっしゃいました。医療生
協としても相談会などの開催を行い、この
「つながり」づくりを進めていきます。

不登校の連載ありがとうございました。な
かなか重いテーマなので、取り扱うのが大
変だったと思いますが、私は、この記事に励
まされ、子育ても仕事もやってこれました。
まだまだ悩んでいる方がたくさんおられると
思います。組合員だったことでつながり、
困っているところへこのみらいが届き、もし
かしたら、その家庭を救うことがあったかも
しれません。そんなみらいの編集を毎月
行っていただき、ありがとうございます。

編集部に届いた組合員さんからのお便り
（事情により匿名とさせていただております）

介護複合型施設『いそじ』

グループホームしおかぜ　萩原 光代 小規模多機能しおさいの家　西森 真智子

毎日悪戦苦闘！
でも頑張ってます

地域の人たちとも
たくさん交流できて
います

　一周年を迎えた介護複合型施設『いそじ』。今回は『いそじ』内にある
「小規模多機能しおさいの家」と「グループホームしおかぜ」のスタッフに
突撃インタビューを実施。新しい建物、新しいスタッフ、コロナによるクラ
スター等、様々なことがあったこの一年を振り返ってもらいました。

スタッフインタビュー!
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『東日本大震災被災地視察研修』
　2
0
2
3
年
3
月
31
日
〜
4
月
1
日
の
2
日
間
、大
阪
き
づ

が
わ
医
療
福
祉
生
協
よ
り
、
大
阪
府
生
協
連
主
催
の『
東
日
本

大
震
災
被
災
地
視
察
研
修
』へ
職
員
2
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　2
日
間
の
研
修
で
、
福
島
第
一
原
発
構
内
の
視
察
、
各
地

の
資
料
館
や
震
災
の
遺
構
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
復
興
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
な
場
所
も
あ
る

が
、
逆
に
震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
て
も
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
」、「
震
災
に
よ
り
今
も
様
々
な
理

由
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　震
災
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
今
も
約
3
万
人
（
復
興

庁
2
0
2
2
年
9
月
公
表
）
を
超
え
る
人
々
が
避
難
生
活
を
さ

れ
て
い
る
中
で
、
政
府
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
や
環
境
問
題
を

理
由
に
再
び
原
発
へ
の
依
存
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　今
回
2
人
の
職
員
が
学
び
、
感
じ
た
こ
と
を
是
非
読
ん
で

い
た
だ
き
、
震
災
の
こ
と
、
そ
し
て
原
発
問
題
の
こ
と
を
改

め
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
振
り
返
る
と
当
時
、
自
分
は
ま
だ
小
学
生

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
震
災
に
よ
る
被

害
が
ど
れ
ほ
ど
の
悲
惨
で
あ
っ
た
の
か
理
解

で
き
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
今
回
の
視
察
を
通
し
て
自
分
の
受
け
た
印

象
と
し
て
、
震
災
は
起
こ
っ
た
直
後
の
み
な

ら
ず
、現
在
に
お
い
て
も
悪
い
影
響
を
残
し
、

様
々
な
側
面
か
ら
被
災
者
を
苦
し
め
続
け
て

い
る
ん
だ
な
と
感
じ
た
。

　
原
発
に
よ
り
生
活
環
境
を
奪
わ
れ
た
人
、

職
を
失
っ
た
人
、
家
族
を
失
っ
た
人
、
一
瞬

に
し
て
色
ん
な
も
の
を
失
い
、
そ
れ
ら
の
中

に
は
今
な
お
戻
っ
て
こ
な
い
も
の
も
多
い
。

当
時
、
自
分
と
変
わ
ら
な
い
子
や
も
っ
と
幼

い
子
供
達
は
、
大
人
と
比
べ
て
も
言
葉
に
表

せ
な
い
現
実
、
悲
観
し
て
立
ち
止
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
環
境
だ
っ
た
こ
と
を

知
り
、
現
在
に
お
い
て
社
会
の
一
部
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
背
景
を
鑑
み
る
と
、
本
当
に

強
い
な
と
思
う
。

　
そ
れ
で
も
ま
だ
、
人
や
環
境
へ
の
対
処
と

い
う
点
で
は
、
行
き
届
い
て
い
な
い
所
や
、

検
討
段
階
の
も
の
も
多
い
。
研
修
を
通
し
、

東
京
電
力
に
対
し
て
の
悪
い
感
想
で
あ
っ
た

り
、
事
前
に
予
期
で
き
た
も
の
へ
の
不
十
分

な
対
応
を
指
摘
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
現
代

企
業
に
お
い
て
全
て
の
企
業
が
最
適
な
リ
ス

ク
管
理
が
出
来
て
い
る
か
と
い
わ
れ
れ
ば
、

そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
自
分
も
東
電
に

対
し
て
加
害
者
の
一
面
も
感
じ
て
い
る
が
、

そ
の
責
任
そ
の
も
の
は
ず
っ
と
前
か
ら
発
生

し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
も
の
だ
。

　
今
回
は
た
ま
た
ま
東
電
で
の
事
故
だ
っ
た

が
、
何
度
も
見
直
し
、
リ
ス
ク
管
理
を
国
レ

ベ
ル
で
高
水
準
な
も
の
へ
と
変
化
さ
せ
て
い

か
な
い
現
状
は
、
当
時
の
環
境
に
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　
今
回
、
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
福
島
県
相
馬
郡
の
現
地

視
察
に
行
き
、
当
時
の
地
震
・
津
波
の
被
害

状
況
や
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
や

廃
炉
状
況
、
被
災
地
の
復
興
活
動
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
未
曾
有
の
大
地

震
・
津
波
に
よ
り
当
た
り
前
に
生
活
し
て
い

た
多
く
の
方
が
亡
く
な
り
、
被
災
者
と
な
っ

た
。
私
は
当
時
高
校
生
で
こ
の
災
害
に
つ
い

て
ニ
ュ
ー
ス
で
し
か
知
ら
ず
、
震
災
か
ら
12

年
経
っ
た
現
在
で
も
震
災
当
時
に
営
業
し
て

い
た
チ
ェ
ー
ン
店
や
家
が
残
っ
た
ま
ま
で
、

年
月
の
長
さ
と
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
な
状

況
に
地
震
・
津
波
自
然
災
害
の
恐
怖
と
共
に

唖
然
と
し
た
。
津
波
に
よ
り
水
素
爆
発
を
起

こ
し
た
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
関
し
て
は

今
で
も
原
発
内
で
は
微
量
で
は
あ
る
が
放
射

能
汚
染
が
あ
る
事
、
不
測
の
事
態
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
が
人
災
で
あ
り
何
か
防
ぐ
術

は
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
し

か
し
、
復
興
に
つ
い
て
も
少
し
ず
つ
桜
並
木

で
の
祭
り
の
写
真
や
特
定
廃
棄
物
埋
め
立
て

情
報
館
や
災
害
伝
承
館
な
ど
、
整
備
さ
れ
て

い
る
建
物
・
風
景
を
見
学
し
感
じ
る
こ
と
が

出
来
た
。
今
回
の
研
修
を
通
し
て
原
発
再
稼

働
や
大
阪
の
汚
染
物
質
処
理
な
ど
何
気
な
く

聞
い
て
い
た
ニ
ュ
ー
ス
が
改
め
て
疑
問
に
感

じ
、
社
会
問
題
に
対
す
る
興
味
が
湧
き
学
ぶ

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
震
災
後
に
生
協
が
被

災
地
支
援
を
行
っ
て
い
た
と
知
り
、
少
し
で

も
こ
の
地
震
を
風
化
さ
せ
ず
周
り
に
発
信
し

実
際
に
行
動
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と
心

か
ら
思
っ
た
。

た
い
し
ょ
う
生
協
診
療
所 

事
務

　古
川 

遥
哉

み
な
と
生
協
診
療
所 

理
学
療
法
士

　井
口 

博
貴

に
参
加
し
て

ふ
る
か
わ

は
る
ち
か

い
ぐ
ち

ひ
ろ
き

震災遺構請戸小学校　外観

お祭り近くの桜並木

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館

震
災
遺
構
請
戸
小
学
校

　内
部
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み
を
こ
ら
え
て
い
る
間
に
母
の
一
周
忌
を
む
か
え
、
そ

れ
が
過
ぎ
る
と
、
不
思
議
と
痛
み
が
消
え
ま
し
た
。
お

か
げ
で
手
術
す
る
こ
と
も
な
く
、
普
通
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
母
の
こ
と
思
い
出
し
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答
え
る

の
も
、
こ
う
し
て
投
稿
す
る
の
も
、
自
分
を
ゆ
っ
た
り

さ
せ
て
く
れ
る
楽
し
み
で
す
。 

 

大
正
区
　
ユ
リ
ッ
ペ
さ
ん

◉
我
が
家
に
は
ね
こ
が
い
ま
す
。
黒
ね
こ
で
、
名
前
は

つ
ぼ
み
。
生
後
二
ヶ
月
の
と
き
家
に
来
ま
し
た
。
天
井

に
ね
ず
み
が
住
み
つ
い
て
し
ま
っ
て
、
ね
こ
を
飼
う
事

に
し
た
の
が
つ
ぼ
み
で
す
。
八
ヶ
月
を
過
ぎ
避
妊
手
術

を
し
た
二
日
後
の
朝
、
起
き
る
と
廊
下
が
血
だ
ら
け
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。手
術
の
傷
口
が
さ
け
て
し
ま
っ
た
、

と
頭
が
ま
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ぼ
み
の
名
前
を
呼

ん
で
探
し
た
と
こ
ろ
、
部
屋
の
す
み
で
大
き
な
ね
ず
み

を
見
張
っ
て
い
る
つ
ぼ
み
が
い
ま
し
た
。
あ
っ
ぱ
れ
、

あ
の
廊
下
の
血
は
ね
ず
み
の
血
だ
っ
た
の
で
す
。
さ
ぞ

傷
が
い
た
む
の
に
が
ま
ん
を
し
て
捕
ま
え
た
ん
だ
ろ
う

な
…
と
、
あ
れ
以
来
ね
ず
み
は
姿
を
現
し
ま
せ
ん
。
そ

の
つ
ぼ
み
も
7
歳
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
し
っ
ぽ
を
な

び
か
せ
、
甘
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

大
正
区
　
山
口
　
清
江
さ
ん

◉
マ
ス
ク
が
個
人
決
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す

ね
。で
も
、私
は
ず
っ
と
マ
ス
ク
を
つ
け
ま
す
。理
由
は
、

1
、
隠
れ
み
の
の
よ
う
に
、
外
出
で
き
る
。
2
、
い
ろ

ん
な
マ
ス
ク
を
ス
カ
ー
フ
の
よ
う
に
つ
け
て
楽
し
む
。

3
、暖
か
い
。
4
、夏
は
日
焼
防
止
に
も
（
顔
の
下
半
分
）。

5
、
感
染
防
止
で
す
。 

 

西
区
　
井
上
　
和
歌
さ
ん

◉
昔
か
ら
こ
ど
も
の
日
と
い
う
意
識
は
特
に
な
く
て
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
一
日
と
い
う
感
じ
で
し
た
。 

　
 

大
正
区
　
A
・
K
さ
ん

◉
子
供
の
な
い
私
に
は
ど
の
子
も
み
ん
な
か
わ
い
い
で

す
。
ク
レ
ー
ン
車
に
吊
ら
れ
て
大
空
に
向
か
っ
て
泳
ぐ

た
く
さ
ん
の
コ
イ
ノ
ボ
リ
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
社
の
社
長
も
子
供
が
好
き
か
も
ネ
。 

 

大
正
区
　
千
島
の
バ
ー
バ
ー
さ
ん

◉
こ
ど
も
の
日
と
は
、
こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
こ

ど
も
の
幸
福
を
は
か
り
、
母
に
感
謝
す
る
趣
旨
と
し
、

男
の
子
の
成
長
を
祝
う
端
午
の
節
句
で
す
。
私
事
で
は

あ
り
ま
す
が
今
年
初
孫
が
誕
生
し
、
初
節
句
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
も
の
に
な
る

よ
う
願
っ
て
祈
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

港
区
　
山
口
　
好
孝
さ
ん

◉
ひ
さ
し
ぶ
り
に
た
い
し
ょ
う
生
協
診
療
所
で
健
診

を
受
け
ま
し
た
。
あ
い
わ
ら
ず
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
ほ
っ

こ
り
し
ま
す
♡ 

こ
ど
も
食
堂
も
い
つ
も
あ
り
が
た
い

で
す
。
　
 

 

大
正
区
　
ノ
ア
ノ
ア
さ
ん

◉
手
術
の
為
、
整
形
外
科
に
18
日
間
入
院
し
、
退
院
し

て
1
ヶ
月
程
過
ぎ
ま
し
た
。
同
じ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
最

年
長
83
歳
の
方
が
毎
日
L
I
N
E
で
具
合
を
聞
い
て
下

さ
り
、
励
ま
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
感
謝
で
一
杯
で
す
。 

 

西
成
区
　
北
島
　
福
恵
さ
ん

◉
日
に
日
に
気
温
が
高
く
な
り
、
桜
の
開
花
が
楽
し

み
で
す
。
区
役
所
前
の
噴
水
広
場
や
昭
和
山
と
花
見
し

た
い
で
す
。 

 

大
正
区
　
岡
野
　
秀
美
さ
ん

◉
へ
っ
く
し
ょ
ん
! 

今
年
も
来
ま
し
た
、
花
粉
症
の
季

節
が
。
朝
晩
欠
か
さ
ず
内
服
に
て
鎮
静
。
花
粉
は
困
る

け
れ
ど
、
春
は
大
好
き
で
す
。
今
年
は
ポ
カ
ポ
カ
の
陽

気
の
中
、
マ
ス
ク
な
し
で
の
ー
ん
び
り
、
お
散
歩
に
出

か
け
た
い
で
す
。
下
の
子
の
入
学
式
が
楽
し
み
で
す
!!

　
 

西
区
　
高
見
　
雅
栄
さ
ん

◉
コ
ロ
ナ
の
感
染
数
が
減
少
し
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度

は
物
価
高
騰
。特
に
玉
子
は
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
生
活
者
に
は
春
は
ま
だ
ま
だ
遠
く
、
先
が
見
え
て

い
ま
せ
ん
。 

 

港
区
　
長
谷
川
　
栄
子
さ
ん

◉
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
続
い
て
い
た
健
康
診
断
、
歯

科
検
診
を
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
止
め
て
い
た
が
、
ぼ
ち
ぼ

ち
受
診
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

西
成
区
　
姫
野
　
芳
子
さ
ん

◉
手
術
を
し
た
け
ど
な
か
な
か
目
が
良
く
な
り
ま
せ

ん
。
早
く
良
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

西
成
区
　
宮
上
　
元
美
さ
ん

◉
3
月
7
日
に
大
阪
城
の
梅
を
見
に
い
き
ま
し
た
。
満

開
で
す
ご
く
き
れ
い
で
し
た
。春
は
い
い
で
す
ね
、色
々

な
花
が
咲
い
て
楽
し
い
で
す
。 

 

港
区
　
打
越
　
節
子
さ
ん

◉
春
へ
春
へ
と
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
少
し

の
間
は
す
ご
し
や
す
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ウ
メ
に

ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
に
モ
ク
レ
ン
…
。
外
に
出
れ
ば
花
を
楽
し

め
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
。
桜
も
も
う
す
ぐ
咲
き
始
め

そ
う
で
す
。 

 

西
成
区
　
金
元
　
美
根
子
さ
ん

◉
家
族
が
や
っ
と
や
っ
と
自
動
車
免
許
を
取
っ
た
。
去

年
の
4
月
に
教
習
所
を
卒
業
し
た
の
に
、
何
度
言
っ
て

も
な
か
な
か
試
験
に
行
か
ず
、
こ
の
ま
ま
無
効
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
内
心
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
い

た
。
自
分
で
出
し
た
お
金
で
は
な
い
し
、
自
分
が
欲
し

く
て
通
っ
て
い
た
わ
け
で
な
い
の
で
、
ど
う
い
う
つ
も

り
な
の
か
…
と
考
え
て
も
仕
方
な
い
こ
と
で
す
が
、
や

は
り
頭
の
中
か
ら
離
れ
な
い
。
そ
れ
が
や
っ
と
試
験
に

行
き
、
無
事
運
転
免
許
証
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
て

本
当
に
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。
ギ
リ
ギ
リ
に
し
か
動
か
な

い
家
族
が
い
る
と
心
臓
に
悪
い
。 

 

港
区
　
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
先
生
さ
ん

◉
お
た
よ
り
コ
ー
ナ
ー
や
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス
、
ま
ち

が
い
さ
が
し
、
マ
マ
・
ち
ょ
こ
、
編
集
部
だ
よ
り
が
好

き
で
毎
月
熟
読
し
て
い
ま
す
。
宮
城
県
の
中
浜
小
学
校

へ
い
つ
か
行
っ
て
み
た
い
で
す
!
 

 

西
成
区
　
岸
　
ま
り
え
さ
ん

◉
居
心
地
の
い
い
街
づ
く
り
。
私
自
身
ま
だ
ま
だ
遠

出
し
、
ど
こ
へ
で
も
出
掛
け
ま
す
が
、
筋
肉
の
お
と
ろ

え
と
共
に
自
信
を
な
く
し
た
時
、
地
域
の
方
達
と
活
動

が
楽
し
く
出
来
ま
す
よ
う
に
、
居
心
地
の
い
い
街
づ
く

り
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

港
区
　
和
田
　
恒
子
さ
ん

◉
母
が
ち
ょ
う
ど
家
に
遊
び
に
来
て
、
こ
の
み
ら
い
を

読
ん
で
と
っ
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

浪
速
区
　
内
川
　
み
ど
り
さ
ん

◉
孫
の
一
人
が
高
校
に
入
学
し
ま
す
。
小
・
中
と
違
い
、

距
離
が
遠
く
て
、
通
学
時
間
は
何
倍
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
身
体
に
気
を
つ
け
て
三
年
間
た
の
し
ん
で
勉
強

に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

 

大
正
区
　
こ
う
ち
ゃ
ん
さ
ん

◉
初
盆
栽
は
桜
満
開
。 

 

大
正
区
　
熊
谷
　
繁
雄
さ
ん

◉
マ
ス
ク
使
用
の
規
則
が
緩
和
さ
れ
、
気
候
も
温
暖

に
な
っ
て
き
た
の
で
、
心
も
す
こ
し
晴
れ
や
か
に
な
り

ま
す
。 

 

大
正
区
　
ア
イ
コ
さ
ん

◉
や
っ
と
暖
か
く
な
っ
て
き
て
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲

き
始
め
ま
し
た
。
心
も
軽
く
う
き
う
き
し
て
き
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
で
体
調
も
崩
し
や
す
い
で
す
。
皆
さ

ま
ご
自
愛
下
さ
い
。 

 

大
正
区
　
ト
モ
キ
チ
さ
ん

◉
東
海
道
五
十
三
次
で
思
い
出
す
の
は
、
あ
る
メ
ー
カ

ー
の
お
茶
漬
け
の
素
に
入
っ
て
い
た
カ
ー
ド
で
す
。
あ

れ
を
集
め
た
く
て
お
茶
漬
け
た
く
さ
ん
食
べ
た
な
ぁ
。 

 

大
正
区
　
た
め
ぞ
ー
さ
ん

◉
産
前
の
体
重
に
な
か
な
か
戻
ら
ず
に
も
う
8
年
も

経
ち
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
健
康
診
断
な
の
で
そ
れ
ま
で

に
頑
張
っ
て
み
よ
う
か
な
!
 

 

西
区
　
西
向
　
祐
子
さ
ん

◉
昨
年
2
月
に
亡
く
な
っ
た
母
の
遺
品
の
中
に
20
円

ハ
ガ
キ
が
あ
り
、
そ
れ
を
使
い
き
っ
た
の
で
今
度
は
41

円
ハ
ガ
キ
を
使
っ
て
ク
イ
ズ
参
加
。
病
気
に
な
り
、
痛

正解者の中から抽選で20名の方に図書カード（500円）を進呈!

5月末日

まちがいさがし
左の絵は右と7ヶ所の
まちがいがあります。

3月号の
こたえ

3月号の当選者

応募総数71名で
正解者71名でした。

応
募
先

〒556-0024  塩草2-2-31
大阪きづがわ生協 「みらい」係

郵便番号は正確に

【ハガキ 応募方法】
解答イラストを切り取り、ハガキに貼って
下記住所までお送りください。

【メール 応募方法】
解答画像を添付の上、下記アドレスま
でメールをお送りください。

図書カード当選者は発送をもって発表
に替えさせていただきます。
抽選は毎月第一月曜日に行っています。
見学されたい方は、ご一報の上、お越し
ください。

20名

mirai1@osaka-kizugawa.coop

どしどしご応募
お待ちしています

必着

＊ハガキ・メールとも氏名、住所、連絡先、今号の記事への感想やご意見、近況などをお書き添え
ください。また、ナンバープレイス・まちがいさがしのどちらを解答していただいても構いません。

お
た
よ
り
へ
の
感
想
・
お
返
事
な
ど
、交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

お
た
よ
り
へ
の
感
想
・
お
返
事
な
ど
、交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

あ
た
ま
の
体
操

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス

タ
テ
・
ヨ
コ
の
同
列
内
、太
枠
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
同
じ
数
字
が

重
な
ら
な
い
よ
う
、1
〜
9
の
数
字
を
う
め
ま
し
ょ
う
。二
重

枠
の
数
字
の
合
計
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

http://www.osaka-kizugawa.coop
●求人詳細は当生協ホームページにて

各事業所又は本部（06-4394-8500）まで

●看護師
●理学療法士
●作業療法士
●保育士

●介護スタッフ
●送迎スタッフ
●運動トレーナー
●調理員

●ケアマネジャー 
●介護福祉士
●ホームヘルパー
●事務員

職員募集

●2023年3月号のナンバープレイスの答えは【 6＋2＝18 】でした

３
月
号
で
募
集
し
た
テ
ー
マ

こ
ど
も
の
日
！ 

こ
ど
も
の
写
真
大
募
集
!

※

お
た
よ
り
掲
載
は
図
書
カ
ー
ド
当
選
と
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。（
編
集

　部
で
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

※

メ
ー
ル
で
お
た
よ
り
を
送
っ
て
い
た
だ
く
場
合
、住
所
、氏
名
を

　入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

【あなたの七夕のお願い】

拡大版

つながる！ひろがる！もっと

今月の募集テーマは ※7月号掲載予定

 写真も投稿してください！（理由も教えてください）
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